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Abstract: This study is the third round in a project to utilize double stained fish transparent specimens for ESD 
(Education for Sustainable Development) including science, marine and environmental education. In this round, fish 
transparent specimens were applied to a study of the relationships between morphology and ecology through the 
observation of teeth in ayu Plecoglossus altivelis altivelis larvae, and its effectiveness was investigated by the pre- 
and post-intervention questionnaire. The research examined 60 participants in five learning interventions, the age 
ranging from 16 to 80 with a mean of 37.1 years old and the sex ratio being 31 females and 29 males. The program 
was composed of the followings: the life history of ayu, which is a diadromous fish migrating between the river and 
the sea; how to use the microscope; the basic knowledge of bones; main observation 1, searching teeth of ca. 20 mm 
in body length (BL) specimens; and main observation 2, searching and observing teeth of ca. 30mm BL specimens. 
Although no participants recognized the presence of teeth in ayu larvae in the pre-intervention questionnaire, all of 
them would observe the teeth on bones such as the endopterygoid, basihyal, basibranchial, dentary and upper and 
lower pharyngeals and understand that the larvae would seize zooplankton during their marine life by using these 
teeth.  
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した。参加者は高校生 3 名をふくむ 8 名であった。
実施日は 2017 年 6 月 17 日（土）。 
  
















































































と問 11 でおこなった。 














いは 4 点として計算した。 
 










主題の観察その 1（体長 20mm 前後の 2 個体のアユ






















小個体）、23mm 前後（中個体）、および 33mm 前後
（大個体）の 3 段階の大きさの個体を準備した。 
これら 3 個体を、主題の観察その 1 では小・中個









































図 2-⑫）を紹介した。ただし、高輪での 1 名の方の
標本は少し大きかったのか、下顎（歯骨）に円錐歯
が 1 本生えていた。 
 

























63 名であった。しかし、そのうち 3 名の方がアンケ
ートのデータ使用に関して「同意する」とも「しな
い」とも意思表示をしていなかった。そこで、本研
究ではこの 3 名を除いた 60 名を対象とした。 
60 名の方の平均年齢は 37.1 歳で、最も若い参加









45.0 歳で 16 歳から 80 歳まで幅広かった。なお参加
者は 3 名の高校生（16～18 歳）と 60～80 歳の二つ
の年齢層に分かれ、お一人が 36 歳であった。男女




しておこなったため、15 名の参加者は 20 歳から 22
歳で平均年齢が 20.7 歳と、年齢幅が狭いのが特徴で
ある。全員が学部 3 年生で、男女比は 9 対 6。 
 
3) 教員 
参加人数 19 名の平均年齢は 34.9 歳（23 歳～58
歳）であった。男性が 7 名に対して、女性が 12 名
と多かった。所属している学校は小学校が最も多く




参加者は高校生 4 名で、16 歳か 17 歳、平均で 16.3
歳。男性 2 名と女性 2 名であった。 
 
5) 養成 
参加者は 14 名で、40 歳から 79 歳、平均年齢 58.9
歳と、各イベントの中で最も高齢であった。男女比



























ている」と答えたのは 60 名中 31 名（51.7％）であ
った。しかし、大学生は 15 名全員が「知っている」
あるいは「少し知っている」で平均値も 3.53 点と高
かった（Fig. 1）ため、この 15 名を除くと「知って
いる」あるいは「少し知っている」と回答したのは







Fig. 1. 問 3 の回答のイベント別平均点． 
 












館と大学祭が各 2 回答あった。 
その一方で、問 5 の「透明標本を使ってできるこ
と」という問に対して、分からない（☑を入れた）
と答えた参加者は、回答した 31 名中 15 名（48.4％）









































事前の問 6 の平均は、1.0（高校生）から 1.53（大
学生）であった（Fig. 2）。「知っている」と答えた
のは大学生 1 名で、「少し知っている」と答えたの










































教員でも 2 名が「知らない」、1 名が「あまり知ら
ない」、さらに 1 名が「少し知っている」と「あま
り知らない」に〇を付けていた。「知らない」のう
















養成でも 2 名が「知らない」と答えたが、1 名は
問 14 で「仔魚のときに既に沢山の歯が生えている
こと。しかも鋭い爪状の形をしていることに驚きま




















たが、その内容については事前の問 7 と事後の問 11




事後の問 11 に回答したのは 60 名中 49 名であっ
た。そのうち最も多かったのは、口腔を形成する各
種の骨の名称をあげて「～に歯が生えていた」と記



































および「質問や疑問」を問 14 と 15 で自由に答えて




































































2017Summer_event.pdf（accessed 2017-09-01）．  






















魚類学雑誌，27，1980，p. 144-155．  
13) 植原 望．東京湾におけるアユ仔稚魚の出現様式と
遊泳・摂餌関連形質の発達．東京海洋大学修士学位






（accessed 2017- 09-01）． 
16) 岩井 保．魚学入門．恒星社厚生閣，東京，2005，
220 p．
河野博・デイビッド エリック アンマリサン・石川新・新城遥己・小野寺暁・手良村知功 46 
魚類骨格透明標本を用いた ESD の例 
～アユの仔魚の歯を観察して生態との関係を知ろう～ 
 
河野 博＊1･2・デイビッド エリック アンマリサン＊2・石川 新＊2・新城 遥己＊2・小野寺 暁＊2・手良村 知功＊2 
 
（ 
＊1 東京海洋大学学術研究院海洋環境科学部門 ） ＊2 東京海洋大学魚類学研究室 
 
要旨 : 本研究は、透明骨格二重染色標本を海洋環境教育や理科教育を含めた ESD
（Education for Sustainable Development：持続的発展教育）で利活用できることを実証する
事例の第三弾である。ここでは、アユ仔魚の透明標本の歯を観察することで、形態と生態
を理解しようと試み、その有効性を事前と事後のアンケートにもとづいて調査した。 
対象としたのは、5 つのイベントに参加した 16 歳から 80 歳の男性 29 名、女性 31 名、計
60 名である。プログラムは、アユの生活史、顕微鏡の使い方、透明標本の基礎知識、主題
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